
さ
ら
に
、
死
亡
構
造
の
地
域
性
・
地
域
差
に
関
し
て
は
、
注
意
す
べ

き
重
要
な
点
が
あ
る
。
広
島
藩
領
や
庄
内
藩
領
の
事
例
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
同
一
藩
領
内
の
比
較
的
狭
い
領
域
に
あ
っ
て
さ
え
、
死
亡

傾
向
の
地
域
差
は
大
き
か
っ
た
。
本
研
究
を
通
じ
て
、
筆
者
は
、
こ
の

狭
い
領
域
内
で
の
地
域
差
の
存
在
も
、
近
世
後
期
の
死
亡
構
造
を
特
徴

づ
け
る
、
い
わ
ば
死
亡
構
造
の
近
世
的
特
質
の
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
特
質
を
生
む
要
因
の
一
つ
が
、
狭
い
地
域
内
の
死
亡
構

造
に
対
す
る
階
層
性
の
影
響
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
て
い
る
。

つ
ま
り
、
村
落
間
で
の
農
民
層
の
分
化
状
況
、
諸
階
層
の
存
在
形
態
等

の
違
い
が
、
死
亡
構
造
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
黒
瀬
組
を
事
例
と
し
て
分
析
し
た
よ
う
に
、
上
層
農
・
下
層
農
と

い
う
二
つ
の
社
会
経
済
階
層
に
よ
っ
て
、
死
亡
発
生
傾
向
は
異
な
っ
て

い
た
。
男
女
間
で
あ
ら
わ
れ
方
に
強
弱
が
あ
る
も
の
の
、
階
層
間
格
差

の
存
在
は
明
ら
か
で
あ
り
、
社
会
経
済
階
層
の
上
下
が
人
々
の
生
死
を

左
右
し
て
い
た
。

近
世
後
期
の
農
村
社
会
で
は
、
農
民
層
の
分
化
が
進
ん
で
、
諸
階
層

の
存
在
形
態
も
非
常
に
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
村
ご
と
に
階
層

分
化
の
状
況
が
異
な
る
た
め
、
各
村
の
諸
階
層
が
多
様
性
を
持
っ
て
い

た
わ
け
で
、
村
人
の
死
亡
の
様
相
も
、
ま
た
村
ご
と
に
多
様
で
、
一
律

で
は
な
か
っ
た
と
解
釈
し
た
い
。
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原
和
郎
の
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
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の
日
本
人
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ァ
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コ
・
オ
レ
ク
サ
ン
ド
ル

埴
原
和
郎
は
一
九
七
〇
―
一
九
九
〇
年
代
を
代
表
す
る
日
本
人
起
源

論
者
の
一
人
で
あ
る
。
彼
の
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
と
い
う
学
説
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
日
本
人
起
源
論
の
流
れ
と
そ
の
理
論

に
お
け
る
「
日
本
人
」
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
目
的
で

あ
る
。
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
①
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
に
お

け
る
中
心
的
な
論
点
を
確
認
し
、
埴
原
の
理
論
の
矛
盾
点
と
信
憑
性
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
②
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
に
お
け
る
「
日
本
人
」

概
念
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
③
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
の
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系
譜
を
探
究
し
て
、
そ
の
理
論
を
日
本
人
起
源
論
の
言
説
の
中
で
位
置

づ
け
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
課
題
を
設
定
す
る
。
研
究
方
法
は
主
に

言
説
分
析
で
あ
る
。

本
研
究
の
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」

に
お
い
て
は
論
拠
不
足
・
矛
盾
点
が
多
く
、
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
、
ア
ジ
ア
全
体
の
動
き
の
説
明
が
欠
け
て
い
る
が
た
め
に
偏
っ
た

「
日
本
人
」
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
に
よ
る
と
、「
日
本
人
」
は
政
治
的
共
同
体

「
日
本
国
民
」
と
生
物
的
共
同
体
「
日
本
人
集
団
」
と
い
う
二
つ
の
統

一
し
た
共
同
体
を
な
し
て
い
る
。
後
者
は
「
二
重
構
造
」
を
形
質
の
地

理
的
勾
配
と
し
て
維
持
し
て
い
る
ま
と
ま
っ
た
人
種
的
集
合
体
で
あ
る
。

「
日
本
民
族
」
と
し
て
の
「
日
本
人
」
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
か
わ
り
に
、

ア
イ
ヌ
民
族
、
琉
球
民
族
、
大
和
民
族
と
い
う
三
つ
の
日
本
の
エ
ス
ニ

ッ
ク
集
合
体
が
存
在
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
「
日
本
国
民
」
と

「
日
本
人
集
団
」
は
日
本
の
単
一
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
、

三
つ
の
民
族
の
存
在
は
日
本
の
多
様
性
・
異
質
性
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
埴
原
の
学
説
の
主
な
弱
点
は
方
法
論
的
な
立
場
と
概
念
の
問
題
で

あ
り
、「
日
本
人
」・「
民
族
」・「
人
種
」
の
捉
え
方
は
「
モ
デ
ル
」
の

理
論
の
都
合
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
は
、
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
登

場
し
た
新
し
い
日
本
人
起
源
説
で
あ
る
。
そ
の
学
説
は
、
二
つ
の
基
本

的
な
見
解
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
長
谷
部
言
人
と
鈴
木
尚

の
「
単
一
民
族
論
」
お
よ
び
Ｅ．
ベ
ル
ツ
の
「
混
合
民
族
論
」
で
あ
る
。

「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
に
お
け
る
そ
の
二
つ
の
理
論
は
、「
日
本
人
集

団
」
は
多
民
族
複
合
体
で
、
二
つ
の
異
な
っ
た
形
質
的
集
団
の
共
存
を

維
持
す
る
一
つ
の
人
種
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
合
成
さ
れ
て
い
る
。
埴

原
の
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」
は
、
混
血
を
重
視
す
る
日
本
人
種
論
で
あ

り
、
元
来
の
「
混
合
民
族
論
」
と
「
単
一
民
族
論
」
と
の
あ
い
だ
に
架

け
橋
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
理
論
で
あ
る
。「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」

を
継
承
し
た
日
本
人
起
源
論
で
は
、
埴
原
が
提
起
し
た
「
混
合
民
族
論
」

と
「
単
一
民
族
論
」
と
を
合
成
し
た
も
の
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
海
外
修
学
旅
行
の
目
的
地
選
定
に

関
す
る
研
究

松
浦
　
直
美

近
年
、
国
際
的
な
テ
ロ
事
件
や
感
染
症
の
流
行
な
ど
に
も
関
わ
ら
ず
、

世
界
中
の
国
際
観
光
者
は
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
日
本
の
国

際
観
光
は
欧
米
の
も
の
と
は
異
な
っ
た
移
動
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
発
展

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
、
欧
米
と
は
異
な
る
視
点
か

ら
の
研
究
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
国
際
観
光
の
特
徴
は
、
い

く
つ
か
の
高
度
に
制
度
化
さ
れ
た
観
光
形
態
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
制
度
化
さ
れ
た
観
光
の
典
型
例
で
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